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航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
二
十
二
号
）
（
抄
）

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
航
空
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
四
年
四
月
一
日
。
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
十
条
の
四
第
一
項
第
一
号
イ

の
改
正
規
定
、
第
百
六
十
二
条
の
二
の
次
に
十
六
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
百
七
十
一
条
の
三
の
改
正
規
定
（
「

法
第
二
十
九
条
第
一
項
（
」
を
「
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
（
」
に
、
「
試
験
」
と
あ
る
の
は
「
」
を
「
試
験
若
し

く
は
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
審
査
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
百
三

十
八
条
の
改
正
規
定
（
同
条
の
表
二
の
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
二
百
三
十
八
条
の
二
、
第
二
百
四
十
条
第

一
項
、
第
二
百
四
十
二
条
及
び
第
二
百
四
十
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
第
二
十
号
様
式
の
改
正
規
定
（
特
定
操
縦

技
能
審
査
等
関
係
に
限
る
。
）
、
第
二
十
八
号
の
四
様
式
の
次
に
五
様
式
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
三
十
号
様

式
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
六
条
第
二
項
及
び
第
九
項
並
び
に
第
七
条
（
附
則
第
六
条
第
二
項
及
び
第
九
項
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
改
正
法
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年

四
月
一
日
。
以
下
「
一
部
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
相
当
認
定
（
以
下
「
相
当
認
定
」
と
い
う
。
）
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
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、
相
当
認
定
申
請
書
（
別
記
第
一
号
様
式
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

写
真
二
葉

二

戸
籍
抄
本
若
し
く
は
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書
又
は
本
籍
の
記
載
の
あ
る
住
民
票
の
写
し
（
技
能
証
明
を
有
し
な

い
場
合
に
限
る
。
）

三

次
項
に
規
定
す
る
認
定
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

２

相
当
認
定
は
、
当
該
相
当
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
行
お
う
と
す
る
改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
相
当
審

査
（
以
下
「
相
当
審
査
」
と
い
う
。
）
に
係
る
航
空
機
の
種
類
ご
と
に
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
者
に
つ
い
て

行
う
。

一

改
正
法
附
則
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
相
当
認
定
の
取
消
し
を
受
け
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を

経
過
し
な
い
者
で
な
い
こ
と
。

二

過
去
二
年
以
内
に
航
空
法
第
二
十
九
条
第
一
項
（
同
法
第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
、
同
法
第
三
十
三
条
第
三
項

又
は
同
法
第
三
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
試
験
又
は
相
当
審
査
に
関
し
不
正
な
行

為
を
行
っ
た
者
で
な
い
こ
と
。

三

航
空
法
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
っ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
で
な
い
こ
と
。
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四

相
当
審
査
に
係
る
航
空
機
と
同
じ
種
類
の
航
空
機
を
機
長
と
し
て
操
縦
す
る
こ
と
が
で
き
る
技
能
証
明
を
有
し

て
い
る
こ
と
又
は
当
該
技
能
証
明
を
有
し
て
い
る
者
と
同
等
以
上
と
認
め
ら
れ
る
技
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

五

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
相
当
審
査
を
行
う
の
に
必
要
な
経
験
及
び
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

六

相
当
審
査
を
行
う
の
に
必
要
な
知
識
に
関
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
講
習
を
修
了
し
た
こ
と
又
は
相
当
審
査

に
つ
い
て
当
該
講
習
を
修
了
し
た
者
と
同
等
以
上
と
認
め
ら
れ
る
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
相
当
認
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
相
当
認
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
相
当
操
縦
技
能
審
査
員

」
と
い
う
。
）
に
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
票
（
別
記
第
二
号
様
式
。
以
下
「
相
当
操
縦
技
能
審
査
員
の
証
」
と
い
う

。
）
を
交
付
す
る
。

４

相
当
操
縦
技
能
審
査
員
が
、
業
務
に
従
事
す
る
と
き
は
、
前
項
の
相
当
操
縦
技
能
審
査
員
の
証
を
携
帯
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

５

相
当
操
縦
技
能
審
査
員
は
、
相
当
操
縦
技
能
審
査
員
の
証
を
失
っ
た
場
合
（
十
日
以
内
に
次
項
の
規
定
に
よ
り
再

交
付
を
申
請
す
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
十
日
以
内
に
、
失
っ
た
事
由
及
び
日
時
、
氏
名
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
付

記
し
て
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

相
当
操
縦
技
能
審
査
員
が
、
相
当
操
縦
技
能
審
査
員
の
証
を
失
い
、
破
り
、
汚
し
、
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
を

変
更
し
た
た
め
再
交
付
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
再
交
付
申
請
書
（
別
記
第
三
号
様
式
）
に
写
真
二
葉
及
び

相
当
操
縦
技
能
審
査
員
の
証
（
失
っ
た
場
合
を
除
く
。
）
を
添
え
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。

７

相
当
操
縦
技
能
審
査
員
が
改
正
法
附
則
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
相
当
認
定
の
取
消
し
を
受
け
た
と
き

又
は
再
交
付
を
受
け
た
後
失
っ
た
相
当
操
縦
技
能
審
査
員
の
証
が
発
見
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
証
を
所
有
し
、
又
は

保
管
す
る
者
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
事
由
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

８

相
当
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
相
当
審
査
申
請
書
（
別
記
第
四
号
様
式
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て

、
相
当
操
縦
技
能
審
査
員
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

技
能
証
明
書
の
写
し

二

航
空
身
体
検
査
証
明
書
の
写
し
（
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
実
技
審
査
の
全
部
を
模
擬
飛
行
装
置
又
は
飛
行

訓
練
装
置
を
使
用
し
て
行
う
場
合
を
除
く
。
）

三

総
飛
行
時
間
を
証
す
る
書
類

９

相
当
審
査
は
、
航
空
機
の
種
類
ご
と
に
、
通
常
の
離
陸
及
び
着
陸
並
び
に
着
陸
復
行
及
び
離
陸
中
止
、
異
常
時
及

び
緊
急
時
の
操
作
そ
の
他
の
相
当
審
査
を
行
う
の
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

前
項
の
相
当
審
査
は
、
口
述
審
査
及
び
実
技
審
査
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

10

前
項
の
実
技
審
査
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
国
土
交
通
大
臣
が
認
定
し
た
模
擬
飛
行
装
置
又
は
飛
行
訓
練
装
置

11
を
使
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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相
当
審
査
を
受
け
、
こ
れ
に
合
格
し
た
者
は
、
申
請
に
よ
り
、
附
則
第
六
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

12
交
付
さ
れ
た
技
能
証
明
書
に
、
次
項
の
規
定
に
よ
る
記
入
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

相
当
操
縦
技
能
審
査
員
は
、
前
項
の
申
請
を
受
け
た
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
申
請
を
し
た
者

13
の
技
能
証
明
書
（
特
定
操
縦
技
能
審
査
等
関
係
に
限
る
。
）
の
当
該
各
号
に
定
め
る
欄
に
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

相
当
審
査
を
行
っ
た
日

審
査
日
／
確
認
日
欄

二

合
格
し
た
旨

審
査
結
果
／
確
認
結
果
欄

三

相
当
操
縦
等
可
能
期
間
（
相
当
審
査
に
合
格
し
た
こ
と
に
よ
り
、
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
航
空
法
（
以
下
「

新
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
い
う
。
）
の

満
了
す
る
日

操
縦
等
可
能
期
間
満
了
日
欄

四

相
当
操
縦
技
能
審
査
員
の
氏
名

氏
名
欄

五

相
当
操
縦
技
能
審
査
員
の
認
定
番
号

認
定
番
号
／
所
属
欄

相
当
操
縦
技
能
審
査
員
は
、
前
項
の
記
入
を
行
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
申
請
を
し
た
者
の
相
当
審
査
申

14
請
書
の
写
し
及
び
技
能
証
明
書
の
写
し
に
参
考
と
な
る
べ
き
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

改
正
法
附
則
第
二
条
第
六
項
の
証
票
の
様
式
は
、
別
記
第
五
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

15
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改
正
法
附
則
第
二
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
新
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
国
土
交

16
通
省
令
で
定
め
る
期
間
は
二
年
と
す
る
。

第
三
条

相
当
審
査
を
受
け
た
者
に
対
す
る
新
規
則
第
五
十
条
の
四
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「

若
し
く
は
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
審
査
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
審
査
若
し
く
は

航
空
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
号
）
附
則
第
二
条
第
二
項
の
相
当
審
査
」
と
す
る
。

第
四
条

施
行
日
前
に
航
空
身
体
検
査
証
明
の
申
請
を
し
た
者
に
係
る
身
体
検
査
基
準
（
一
等
航
空
士
又
は
航
空
機
関

士
の
資
格
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
申
請
に
係
る
航
空
身
体
検
査
証
明
に
限
り
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
航
空
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
六
十
一
条
の
二
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２

施
行
日
に
お
い
て
現
に
航
空
身
体
検
査
証
明
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る
身
体
検
査
基
準
（
一
等
航
空
士
又
は
航
空

機
関
士
の
資
格
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
身
体
検
査
証
明
の
有
効
期
間
内
に
限
り
、
旧
規
則
第

六
十
一
条
の
二
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
五
条

相
当
審
査
を
受
け
た
者
に
対
す
る
新
規
則
第
百
六
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
又

は
同
条
第
二
項
の
確
認
を
受
け
た
こ
と
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
確
認
を
受
け
た
こ
と
」
と
、
「

が
満
了
す
る
日
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
航
空
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省

令
第
二
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
十
三
項
第
三
号
の
相
当
操
縦
等
可
能
期
間
が
満
了
す
る
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。
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２

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申
請
は
、
新
規
則
第
百
六
十
二
条

の
六
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申
請
と
み
な
す
。

３

改
正
法
附
則
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
相
当
認
定
の
取
消
し
を
受
け
た
者
に
対
す
る
新
規
則
第
百
六
十
二
条

の
七
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
法
第
七
十
一
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消
し
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
七
十
一
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
の
認
定

の
取
消
し
又
は
航
空
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
号
）
附
則
第
二
条
第
四
項
に
よ
る

同
条
第
一
項
の
相
当
認
定
の
取
消
し
」
と
す
る
。

４

相
当
審
査
を
受
け
た
者
に
対
す
る
新
規
則
第
百
六
十
二
条
の
七
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「

又
は
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
審
査
」
と
あ
る
の
は
「
、
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
審
査
又
は
航
空
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
号
）
附
則
第
二
条
第
二
項
の
相
当
審
査
」
と
す
る
。

５

一
部
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
附
則
第
二
条
第
二
項
第
六
号
の
講
習
は
、
新
規
則
第
百
六
十
二
条
の
七
第
六
号
の
講

習
と
み
な
す
。

６

改
正
法
附
則
第
二
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
と
み
な
さ
れ

た
者
に
つ
い
て
の
新
規
則
第
百
六
十
二
条
の
十
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
法
第
七
十
一
条
の
三
第
一

項
の
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
航
空
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
号
）
附
則
第
二
条
第

一
項
の
相
当
認
定
」
と
す
る
。
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７

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
附
則
第
二
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申
請
は
、
新
規
則
第
百
六
十
二
条

の
十
三
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申
請
と
み
な
す
。

８

一
部
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
附
則
第
二
条
第
十
一
項
の
認
定
は
、
新
規
則
第
二
百
三
十
八
条
の
二
の
認
定
と
み
な

す
。

第
六
条

施
行
日
に
お
い
て
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
規
則
第
二
十
号
様
式
に
よ
る
技
能
証
明
書
（
操
縦
教
育
証
明
関

係
に
限
る
。
）
は
、
新
規
則
第
二
十
号
様
式
に
よ
る
技
能
証
明
書
（
操
縦
教
育
証
明
関
係
に
限
る
。
）
と
み
な
す
。

２

施
行
日
に
お
い
て
現
に
操
縦
技
能
証
明
を
受
け
て
い
る
者
は
、
一
部
施
行
日
以
後
最
初
に
そ
の
航
空
業
務
を
行
う

日
ま
で
に
、
国
土
交
通
大
臣
に
申
請
し
、
当
該
操
縦
技
能
証
明
に
係
る
旧
規
則
第
二
十
号
様
式
に
よ
る
技
能
証
明
書

と
引
換
え
に
当
該
操
縦
技
能
証
明
に
係
る
新
規
則
第
二
十
号
様
式
に
よ
る
技
能
証
明
書
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

前
項
の
者
は
、
一
部
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
旧
規
則
第
二
十
号
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
規
則
第
二
十
号
様
式
の
例
に
よ
る

技
能
証
明
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
施
行
日
以
後
一
部
施
行
日
前
に
操
縦
技
能
証
明
を
行
つ
た
場
合
は
、
旧
規
則
第
二
十
号
様
式

に
か
か
わ
ら
ず
、
新
規
則
第
二
十
号
様
式
の
例
に
よ
る
技
能
証
明
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５

旧
規
則
第
二
十
二
号
様
式
に
よ
る
航
空
身
体
検
査
証
明
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
二
十
二
号
様
式
に
か
か
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わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

施
行
日
に
お
い
て
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
規
則
第
二
十
四
号
様
式
に
よ
る
航
空
身
体
検
査
証
明
書
は
、
新
規
則

第
二
十
四
号
様
式
に
よ
る
航
空
身
体
検
査
証
明
書
と
み
な
す
。

７

第
二
十
六
号
様
式
に
よ
る
航
空
操
縦
練
習
許
可
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
二
十
六
号
様
式
に
か
か
わ
ら
ず

、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
別
記
第
二
号
様
式
に
よ
る
証
票
は
、
新
規
則
第
二
十
八
号
の
六
様

式
に
よ
る
証
票
と
み
な
す
。

９

別
記
第
二
号
様
式
に
よ
る
証
票
を
有
す
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
申
請
し
、
当
該
証
票
と
引
換
え
に
新
規
則
第

二
十
八
号
の
六
様
式
に
よ
る
証
票
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
規
則
第
三
十
号
様
式
に
よ
る
証
票
は
、
新
規
則
第
三
十
号
様
式

10
に
よ
る
証
票
と
み
な
す
。

（
職
権
の
委
任
）

第
七
条

改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
附
則
第
二
条
第
三
項
、
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
及
び
第

十
四
項
並
び
に
第
六
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
当
該
相
当
認
定

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
当
該
相
当
認
定
若
し
く
は
当
該
証
明
を
受
け
た
者
の
住
所
を
管
轄
区
域
と
す
る
地
方
航

空
局
長
が
行
う
。
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２

改
正
法
附
則
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
航
空
局
長
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条

前
条
第
二
項
の
権
限
は
、
空
港
事
務
所
長
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。


